
宇和島市
多文化共生のまちづくり

「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業
空白地域解消推進協議会

－地域日本語教育スタートアッププログラムの活用を通じて－

愛媛県 宇和島市

技能実習生が半数を占める

ベトナム、フィリピンなど
東南アジア圏の方が多い

• 漁業
• 農業
• 縫製

人口 約７１，０００人

在住外国人 ４４０人

外国人⽐率 ０．６％

（R３.８現在）

資料７



地域日本語教育
スタートアッププログラム前の宇和島は︖（〜Ｈ３０）

外国人窓口日本語教室 お知らせ

地域日本語教育
スタートアッププログラムを始めた理由

外国人住⺠の増加
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ニーズを実感



目指すところ

1. 生活者としての在住外国人を地域コ
ミュニティの⼀員として認識し、生活
支援に取り組む。

2. 地域日本語教室を通じて、宇和島で生
活するための日本語の習得を目指す。

3. 地域住⺠との交流の機会を創出し、市
⺠の国際交流及び在住外国人に対する
理解と啓発を促進する。

多文化共生のまちづくり

宇和島の体制

市職員、コーディネーター
• ニーズ調査
• 日本語教室運営における各種調整
• カリキュラム案、資料作成 など

アドバイザー
• 日本語教室に係る指導、助言

愛媛SGGクラブ
吉⽥町国際交流協会
外国人雇用企業
カトリック宇和島教会
NPO法人ピースメーカーUWAJIMA
愛媛県国際交流協会



事業のスケジュール（１〜３年目）

•地域に暮らす外国人がより良い生活を送る

•外国人の拠り所となる居場所をつくる
目的の共有

（１年目）

•在住外国人へのアンケート調査、ヒアリング

•日本語ボランティアを対象とした座談会、セミナー
ニーズ調査

（１年目）

•日本語教室

•地域イベントの参加
日本語教室の試⾏

（２年目〜）

３年目の活動

日時 内容 実績
4月 技能実習生受入事業所へのヒアリング

「宇和島闘牛×Ｓｍａｉｌｅプチマルシェ」イベント参加 外︓7名

4〜6月 地域日本語教室オンライン開催 全6回
（買い物、数字、けが、ごみの分別、災害、避難所）

外︓18名
日︓12名

6月 鳥取県境港市オンライン日本語教室 先進地視察
9月 日本語ボランティア勉強会（愛媛県松⼭市「今すぐ日本語」⾒学） 日︓6名
10〜12月 地域日本語教室開催（全10回） 予定

オンラインおしゃべり会開催（全3回） 予定
2月 お料理教室開催 予定
3月 お花⾒イベント開催 予定

（外︓外国人、日︓日本語ボランティア）



在住外国人の声から･･･

日本の文化を体験したい︕
→ 地域イベントへの参加

日本語を学びたい︕
集まって交流したい︕
悩みを相談できる場がほしい
仕事上、対面では参加できない

→ オンライン教室の開催

全６回のオンライン教室

• 遠隔地に住む外国人の参加
• 複数回、参加してくれた人もいた
• つながりが継続できる

• ネット環境が不安定
• 関係性がないため参加のハードルが高い
• 日本語能⼒に差がある外国人参加者の対応
• １対１での会話になりがち
• 外国人参加者が０の日も･･･



下半期のココりんうわじま

• 生活に必要な日本語の学習
• 対面での交流
• 生活の課題を持ち寄れる場
• つながりづくり
• ⾃転⾞教室や避難訓練など
• イベントの開催

外国人の拠り所としての教室

勉強 × 交流

文化庁事業終了後の日本語教育事業等（予定）

日本語教室運営
外国人住⺠の集まる場、生活者としての日本語習得

在住外国人相談窓口
庁内及び関係機関への橋渡し役として機能

国際交流事業の活⽤
在住外国人への理解と国際交流促進を図る

情報発信・意識啓発
在住外国人の存在を地域住⺠に意識付け、

お互いに住みやすい環境を作る



「ココりんうわじま」の成果

• 宇和島で生活する外国人の実態やニーズを把握

• 教室が口コミで伝わる

• 技能実習生受入事業所などとの関係性の構築

• ノウハウや経験、情報を蓄積

• 日本語ボランティアの確保

• 市からのお知らせを「やさしい日本語」で発信

今後の課題

• 外国人への周知と参加者の獲得

• 日本語教室を「日常化」させる

• 参加意欲が高まるカリキュラムづくり




